
　

イ
ン
ド
経
済
は
一
九
九
一
年
度
か
ら

二
〇
年
間
で
平
均
で
六
・
七
％
の
成
長

を
遂
げ
て
き
た
。
し
か
し
、
雇
用
の
状

況
は
一
向
に
改
善
の
兆
し
が
見
え
な

い
。
イ
ン
ド
全
体
で
は
失
業
・
半
失
業

が
依
然
と
し
て
深
刻
で
あ
る
。
製
造
業

は
発
展
し
て
き
た
け
れ
ど
も
、
農
村
部

の
過
剰
労
働
力
を
吸
収
す
る
に
は
至
ら

な
か
っ
た
。
一
方
で
、
一
部
の
地
域
や

産
業
で
は
労
働
力
不
足
が
大
き
な
問
題

と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
問
題
が

な
ぜ
起
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。そ
こ
で
、

ア
パ
レ
ル
産
業
の
集
積
地
で
あ
る
ル

デ
ィ
ア
ー
ナ
ー
と
テ
ィ
ル
プ
ル
に
お
い

て
近
郊
農
村
に
与
え
た
影
響
を
分
析
す

る
と
と
も
に
、
遠
隔
地
か
ら
出
稼
ぎ
に

来
る
労
働
者
の
実
態
を
調
べ
て
み
た
。

こ
れ
ら
の
集
積
地
に
あ
る
ア
パ
レ
ル
工

場
で
は
労
働
力
の
不
足
が
顕
在
化
し
て

い
る
。

●�

農
村
部
の
半
失
業
と
非
正
規
雇

用
の
拡
大

　

イ
ン
ド
の
人
口
は
九
一
年
の
八
億
四

六
〇
〇
万
人
か
ら
二
〇
一
一
年
の
一
二

億
一
〇
〇
〇
万
人
に
増
大
す
る
一
方

で
、
就
業
者
数
（
通
常
状
態
）
も
九
三

年
度
の
二
億
九
二
〇
〇
万
か
ら
〇
九
年

度
の
三
億
七
二
〇
〇
万
人
に
増
大
し

た
。
こ
の
結
果
、
人
口
に
占
め
る
就
業

者
の
比
率
は
九
三
年
度
の
三
七
・
二
％

か
ら
〇
九
年
度
の
三
六
・
五
％
に
わ
ず

か
に
下
が
っ
た
。
イ
ン
ド
に
お
い
て
就

業
と
失
業
を
計
る
の
に
三
つ
の
基
準
が

あ
る
。
年
間
を
通
し
て
相
対
的
に
長
い

期
間
の
就
業
状
態
を
み
る
通
常
状
態
、

調
査
時
の
一
週
間
の
平
均
的
就
業
状
態

を
み
る
現
行
の
週
間
状
態
、
調
査
時
の

一
週
間
を
半
日
ご
と
に
分
け
て
就
業
状

態
を
み
る
現
行
の
日
別
状
態
で
あ
る
。

半
失
業
の
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
た
め

に
、
現
行
の
週
間
状
態
で
就
業
し
て
い

る
人
々
に
つ
い
て
現
行
の
日
別
状
態
を

み
た
の
が
、
表
1
で
あ
る
。
非
労
働
力

は
就
業
機
会
が
な
い
た
め
に
自
ら
働
く

意
志
を
示
し
て
い
な
い
こ
と
が
多
い
た

め
、
失
業
と
非
労
働
力
の
合
計
が
半
失

業
を
表
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
表

1
か
ら
二
つ
の
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

第
一
に
、
半
失
業
は
都
市
部
よ
り
も
農

村
部
で
深
刻
で
あ
る
。
第
二
に
、
〇
四

年
以
降
は
半
失
業
に
改
善
の
兆
し
が
見

え
る
。
失
業
と
非
労
働
力
の
合
計
の
比

率
は
九
三
年
度
の
五
％
か
ら
〇
四
年
度

の
六
・
九
％
に
上
昇
し
た
が
、
〇
九
年

度
に
は
五
・
四
％
に
ま
で
下
が
っ
て
い

る
。
第
三
に
、
都
市
部
と
農
村
部
で
同

じ
傾
向
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
相
関

関
係
が
あ
る
こ
と
が
伺
え
る
。
農
村
部

か
ら
は
仕
事
を
求
め
て
都
市
に
出
稼
ぎ

に
来
る
労
働
者
は
、
ス
キ
ル
が
乏
し
い

ゆ
え
に
中
小
企
業
か
大
企
業
の
臨
時
工

で
し
か
就
業
で
き
な
い
場
合
が
多
い
。

出
稼
ぎ
労
働
者
の
就
業
状
態
は
不
安
定

で
あ
る
。

　

雇
用
は
量
と
と
も
に
質
の
観
点
か
ら

も
問
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
第
一
七
回

国
際
労
働
統
計
家
会
議
に
お
い
て
非
正

規
雇
用
（in

fo
rm

al em
p
lo

ym
en

t

）

が
定
義
さ
れ
、
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
セ
ク

タ
ー
就
業
者
の
み
な
ら
ず
、
大
企
業
の

臨
時
工
や
派
遣
労
働
者
な
ど
の
非
正
規

労
働
者
も
非
正
規
雇
用
に
含
ま
れ
た
。

イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
セ
ク
タ
ー
は
経
営
基

盤
が
弱
い
た
め
に
、
正
規
労
働
者
と
い

え
ど
も
経
営
が
行
き
詰
ま
る
と
、
簡
単

に
解
雇
さ
れ
る
。ま
た
、小
さ
な
シ
ョ
ッ

ク
で
も
倒
産
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
自

営
業
者
や
経
営
者
も
含
む
イ
ン
フ
ォ
ー

マ
ル
セ
ク
タ
ー
就
業
者
と
大
企
業
の
臨

時
工
や
派
遣
労
働
者
が
非
正
規
雇
用
に

表1　現行の週間状態で就業している就業者の
日別の就業状態（％）

年度 1993 1999 2004 2009

農村部
　就業 94.9 93.6 93.2 94.5
　失業 2.6 3.2 4.2 3.2
　非労働力 2.4 3.2 2.7 2.2

都市部
　就業 97.0 96.3 96.7 97.4
　失業 1.5 1.6 2.3 1.6
　非労働力 1.3 2.1 1.0 1.0

（出所）�National Sample Survey Office, Employment and Unemployment Situation in 
India 2009-10, 66th Round, Report No.537, Delhi, 2011, p.184.
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含
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。
非
正
規
雇
用

で
は
安
定
し
た
雇
用
が
保
証
さ
れ
て
お

ら
ず
、
保
険
や
年
金
と
い
っ
た
社
会
保

障
の
恩
恵
か
ら
も
排
除
さ
れ
て
い
る
。

正
規
雇
用
と
非
正
規
雇
用
で
は
こ
の
点

で
違
い
が
あ
る
。

　

実
際
に
、
非
正
規
雇
用
を
ど
の
よ
う

に
定
義
す
る
か
は
難
し
い
問
題
で
あ

る
。
イ
ン
ド
に
お
い
て
、
製
造
業
で
は

動
力
利
用
の
場
合
は
従
業
員
が
一
〇
人

以
上
、
使
用
し
な
い
場
合
は
二
〇
人
以

上
の
工
場
に
対
し
て
工
場
法
が
適
用
さ

れ
、
組
織
部
門
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
規
模
に
達
し
な
い
工
場
は
非
組
織

部
門
に
分
類
さ
れ
る
。
非
正
規
部
門
企

業
に
関
す
る
全
国
委
員
会
（N

atio
n
al 

C
o
m

m
issio

n
 fo

r E
n
terp

rises in
 

th
e U

n
o
rgan

ized
 S

ecto
r

）
は
販

売
、
生
産
、
サ
ー
ビ
ス
に
携
わ
っ
て
い

る
従
業
員
九
名
以
下
の
個
人
経
営
ま
た

は
家
族
に
よ
る
共
同
経
営
企
業
を
イ
ン

フ
ォ
ー
マ
ル
セ
ク
タ
ー
と
定
義
し
て
い

る
。
同
全
国
委
員
会
は
全
国
標
本
調
査

の
個
票
デ
ー
タ
を
利
用
し
て
、
正
規
雇

用
と
非
正
規
雇
用
の
推
計
を
し
て
い

る
。
九
九
年
度
か
ら
〇
四
年
度
ま
で
に

組
織
部
門
就
業
者
は
五
四
九
〇
万
人
か

ら
六
二
六
〇
万
に
増
大
し
た
が
、
そ
の

う
ち
正
規
労
働
者
は
三
三
六
〇
万
か
ら

三
五
〇
〇
万
に
僅
か
に
増
大
し
た
に
過

ぎ
な
い
。
組
織
部
門
に
お
い
て
雇
用
の

非
正
規
化
が
進
行
し
た
と
い
う
こ
と
が

で
き
る
。

　

零
細
企
業
で
あ
る
非
組
織
部
門
の
拡

大
と
組
織
部
門
に
お
け
る
非
正
規
労
働

者
の
増
大
に
よ
っ
て
雇
用
の
非
正
規
化

が
進
展
し
た
。
こ
の
背
景
と
し
て
三
点

が
考
え
ら
れ
る
。
第
一
に
、
グ
ロ
ー
バ

リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が
進
展
す
る
な
か
で
国

内
お
よ
び
輸
出
市
場
で
の
競
争
が
激
化

し
て
い
る
。
雇
用
者
は
労
働
コ
ス
ト
を

削
減
す
る
た
め
に
、
一
部
の
雇
用
を
ア

ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
す
る
。
大
企
業
に
お

け
る
雇
用
の
非
正
規
化
の
進
展
は
世
界

的
な
現
象
と
い
え
る
。
第
二
に
、
農
村

部
の
低
所
得
層
が
都
市
部
に
出
稼
ぎ
に

行
き
、
非
正
規
労
働
者
の
供
給
源
と

な
っ
て
い
る
。
出
稼
ぎ
労
働
者
は
低
賃

金
で
劣
悪
な
条
件
の
も
と
で
就
業
し
て

い
る
が
、
出
身
村
で
農
業
に
従
事
し
て

い
る
よ
り
も
安
定
し
た
高
い
所
得
を
得

る
こ
と
が
で
き
る
。
第
三
に
、
発
展
途

上
国
で
は
自
営
業
は
重
要
な
就
職
先
と

な
る
。経
済
が
発
展
し
て
い
く
過
程
で
、

自
営
業
の
就
業
機
会
が
増
え
て
い
く
。

マ
イ
ク
ロ
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
で
主
婦
で

あ
っ
た
女
性
が
小
さ
な
ビ
ジ
ネ
ス
を
始

め
る
の
は
そ
の
一
例
で
あ
る
。

●
ア
パ
レ
ル
産
業
と
小
規
模
部
門

　

イ
ン
ド
に
お
い
て
は
特
定
品
目
を
小

規
模
工
業
に
留
保
し
、
大
企
業
に
よ
る

生
産
を
禁
止
す
る
政
策
が
六
〇
年
代
か

ら
採
ら
れ
て
き
た
。
小
規
模
工
業
は
装

備
へ
の
投
資
額
に
よ
っ
て
上
限
が
定
め

ら
れ
、
上
限
は
政
府
に
よ
っ
て
た
び
た

び
変
更
さ
れ
た
。
上
限
を
超
え
て
生
産

す
る
場
合
は
政
府
か
ら
認
可
を
受
け
る

必
要
が
あ
り
、
生
産
能
力
の
半
分
以
上

を
輸
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ア
パ

レ
ル
も
こ
の
留
保
品
目
に
含
ま
れ
た
。

こ
の
政
策
の
た
め
に
ア
パ
レ
ル
工
場
の

規
模
は
小
規
模
に
制
限
さ
れ
た
。
実
際

に
は
一
人
の
経
営
者
が
複
数
の
工
場
を

経
営
す
る
な
ど
抜
け
道
は
あ
っ
た
が
、

こ
の
政
策
が
小
企
業
が
中
企
業
に
成
長

し
て
い
く
の
に
足
か
せ
と
な
っ
た
の
は

確
か
で
あ
る
。
ニ
ッ
ト
製
品
を
除
く
既

製
服
は
〇
一
年
に
、
ニ
ッ
ト
製
品
は
〇

五
年
に
留
保
対
象
品
目
か
ら
除
外
さ
れ

た
が
、
多
く
の
ア
パ
レ
ル
工
場
が
小
規

模
に
留
ま
る
と
い
う
構
造
は
残
っ
て
い

る
。

　

イ
ン
ド
に
お
い
て
ア
パ
レ
ル
産
業
は

季
節
労
働
力
つ
ま
り
出
稼
ぎ
労
働
者
に

依
存
し
て
き
た
。
ア
パ
レ
ル
は
国
内
向

け
で
あ
れ
、
輸
出
向
け
で
あ
れ
デ
ザ
イ

ン
が
毎
年
流
行
に
応
じ
て
変
化
す
る
。

そ
の
た
め
、
シ
ー
ズ
ン
の
到
来
前
に
生

産
の
ピ
ー
ク
が
集
中
す
る
。
労
働
需
要

の
変
動
は
農
村
部
か
ら
の
出
稼
ぎ
労
働

者
に
よ
っ
て
調
節
さ
れ
た
。
出
稼
ぎ
労

働
者
は
生
産
シ
ー
ズ
ン
に
都
市
部
に
出

て
き
て
、
工
場
で
就
業
し
、
シ
ー
ズ
ン

が
終
わ
る
と
と
も
に
村
に
戻
る
。
多
く

の
出
稼
ぎ
労
働
者
は
翌
年
も
同
じ
工
場

で
就
業
す
る
が
、
生
産
シ
ー
ズ
ン
の
途

中
に
よ
り
よ
い
条
件
を
求
め
て
転
職
す

る
こ
と
も
あ
る
。
労
働
者
は
現
場
で
経

験
に
よ
っ
て
技
術
を
習
得
し
て
い
く
。

賃
金
は
経
験
に
応
じ
て
上
昇
す
る
が
、

生
産
現
場
で
必
要
な
ス
キ
ル
は
容
易
に

短
期
間
で
習
得
さ
れ
る
た
め
に
、
未
経

験
者
で
も
簡
単
に
適
応
で
き
る
。
低
賃

金
で
柔
軟
に
調
節
で
き
る
労
働
力
が
ア

パ
レ
ル
企
業
で
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。

出
稼
ぎ
労
働
者
は
で
き
る
だ
け
多
額
の

送
金
を
し
た
い
た
め
に
、
長
時
間
労
働

を
い
と
わ
な
い
。

　

ア
パ
レ
ル
輸
出
促
進
評
議
会
の
報
告

書
は
機
械
の
台
数
で
工
場
の
規
模
を
小

（
四
〇
台
以
下
）、
中
（
四
〇
か
ら
一
〇

〇
台
）、
大
（
一
〇
一
台
以
上
）
に
分

類
し
て
い
る
（
表
2
）。
イ
ン
ド
全
体

で
は
大
規
模
が
七
％
、
中
規
模
が
一

五
％
、
小
規
模
が
七
八
％
と
な
っ
て
い

る
。
イ
ン
ド
の
ア
パ
レ
ル
企
業
が
小
規

模
で
あ
る
理
由
と
し
て
三
点
考
え
ら
れ

る
。
第
一
に
、
留
保
政
策
が
大
規
模
工

場
を
設
立
す
る
こ
と
を
妨
げ
た
。
第
二

に
、
九
一
年
以
前
は
輸
入
代
替
を
前
提

と
す
る
外
資
政
策
と
貿
易
政
策
が
採
ら

れ
て
い
た
た
め
に
、
外
資
系
の
ア
パ
レ

ル
企
業
を
誘
致
す
る
よ
う
な
こ
と
は
な

特集にあたって ﻿
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か
っ
た
。
そ
の
結
果
、
ほ
と
ん
ど
の
ア

パ
レ
ル
企
業
は
イ
ン
ド
企
業
で
あ
る
。

第
三
に
、
イ
ン
ド
の
ア
パ
レ
ル
企
業
は

出
稼
ぎ
労
働
者
に
依
存
し
て
い
る
。
出

稼
ぎ
労
働
者
を
管
理
す
る
に
は
中
小
規

模
の
方
が
適
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。

●
ア
パ
レ
ル
集
積
地
の
発
展

　

本
稿
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
ル

デ
ィ
ア
ー
ナ
ー
と
テ
ィ
ル
プ
ル
は
ど
ち

ら
も
ア
パ
レ
ル
産
業
の
集
積
地
で
は
あ

る
が
。
そ
の
発
展
過
程
は
異
な
る
。

　

ル
デ
ィ
ア
ー
ナ
ー
の
ウ
ー
ル
・
ニ
ッ

ト
産
業
は
旧
ソ
連
向
け
の
輸
出
で
成
長

し
て
き
た
。
ソ
連
が
崩
壊
し
た
後
は
、

国
内
市
場
向
け
に
生
産
を
行
う
と
同
時

に
、
輸
出
市
場
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
北
米

に
多
様
化
し
て
き
た
。
二
〇
〇
〇
年
代

半
ば
に
は
国
内
で
ウ
ー
ル
・
ニ
ッ
ト
と

冬
物
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
市
場
が
急
成
長

し
、
現
在
で
は
輸
出
は
総
売
上
額
の
二

〇
％
を
占
め
る
に
過
ぎ
な
い
。
ル
デ
ィ

ア
ー
ナ
ー
の
ア
パ
レ
ル
産
業
に
は
間
接

雇
用
を
含
み
三
五
万
か
ら
四
〇
万
人
が

就
業
し
て
い
る
。
ま
た
、
ル
デ
ィ
ア
ー

ナ
ー
は
自
転
車
や
小
規
模
鉄
鋼
業
の
集

積
地
で
も
あ
る
。
一
方
、
テ
ィ
ル
プ
ル

の
綿
ニ
ッ
ト
の
輸
出
は
急
速
に
伸
び
て

い
る
。
名
目
輸
出
額
は
八
四
年
の
九
七

〇
〇
万
ル
ピ
ー
か
ら
〇
七
年
度
の
九
九

五
億
ル
ピ
ー
へ
と
増
大
し
た
。
〇
七
年

度
に
お
い
て
輸
出
は
総
売
上
額
の
七

四
％
を
占
め
て
い
た
。
急
速
な
輸
出
の

増
大
に
よ
っ
て
出
稼
ぎ
労
働
者
へ
の
依

存
が
深
ま
っ
た
。
テ
ィ
ル
プ
ル
は
輸
出

市
場
で
小
規
模
に
よ
る
不
利
を
補
う
た

め
に
、
子
供
服
や
婦
人
服
と
い
っ
た

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
性
が
あ
る
品
目
の
少
量

生
産
に
特
化
し
て
い
る
。
少
量
生
産
に

お
い
て
は
小
規
模
工
場
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
で
全
体
の
投
資
額
を
抑
え
て
い
る
こ

と
が
強
み
と
な
る
。

　

両
集
積
地
に
は
共
通
点
が
四
つ
あ

る
。
第
一
に
、
様
々
な
生
産
工
程
に
特

化
し
て
い
る
工
場
の
垂
直
的
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
効
率
的
に
機
能
し
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
工
場
内
の
垂
直
統
合
を

最
低
限
に
抑
え
て
い
る
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
存
在
す
る
こ
と
で
特
定
の
工
程
に

特
化
で
き
る
た
め
、
参
入
時
の
初
期
投

資
を
抑
え
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
第

二
に
、
市
場
に
つ
い
て
の
情
報
が
販
売

流
通
業
者
を
通
し
て
生
産
者
の
間
で
共

有
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
情
報
は

日
々
の
取
引
を
通
じ
て
広
が
っ
て
い

く
。
第
三
に
、
ど
ち
ら
の
集
積
地
も
出

稼
ぎ
労
働
者
に
労
働
力
を
依
存
し
て
い

る
。
し
か
し
、
出
稼
ぎ
労
働
者
の
流
入

は
、
労
働
力
需
要
の
急
速
な
拡
大
に
追

い
つ
い
て
い
か
な
か
っ
た
。そ
の
結
果
、

労
働
力
不
足
が
顕
在
化
し
た
。
出
稼
ぎ

労
働
者
は
出
稼
ぎ
に
出
る
前
に
、
期
待

さ
れ
る
ア
パ
レ
ル
工
場
か
ら
の
収
入
と

地
元
で
の
農
業
就
業
か
ら
の
収
入
を
比

較
す
る
。
出
稼
ぎ
に
よ
っ
て
家
族
は
置

き
去
り
に
さ
れ
る
し
、
満
足
で
き
る
仕

事
に
就
け
な
い
リ
ス
ク
も
あ
る
。
ア
パ

レ
ル
輸
出
促
進
評
議
会
の
報
告
書
は

「
モ
ン
ス
ー
ン
期
の
降
雨
量
が
多
い
と

き
は
、
農
作
物
が
豊
作
に
な
り
、
農
業

雇
用
が
増
え
る
た
め
に
、
ア
パ
レ
ル
集

積
地
で
労
働
力
不
足
が
生
じ
る
」
と
指

摘
し
て
い
る
。
第
四
に
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
制
御
ニ
ッ
ト
編
機
の
導
入
が
行
わ

れ
て
い
る
が
、
そ
の
目
的
は
品
質
を
向

上
さ
せ
る
こ
と
に
あ
る
。
賃
金
の
上
昇

が
技
術
革
新
に
つ
な
が
っ
た
わ
け
で
は

な
い
。

●
近
隣
農
村
の
変
化

　

ル
デ
ィ
ア
ー
ナ
ー
に
お
い
て
も
テ
ィ

ル
プ
ル
に
お
い
て
も
ア
パ
レ
ル
生
産
が

伸
び
始
め
た
初
期
の
段
階
で
、
近
隣
農

村
の
農
業
労
働
者
が
ア
パ
レ
ル
工
場
や

他
の
製
造
業
お
よ
び
建
設
業
で
就
業
す

る
よ
う
に
な
っ
た
。
イ
ン
ド
に
お
い
て

農
業
労
働
者
は
経
済
的
に
も
社
会
的
に

も
農
村
社
会
の
底
辺
に
い
る
。
ほ
と
ん

ど
の
農
業
労
働
者
は
土
地
を
所
有
せ

ず
、
土
地
の
リ
ー
ス
に
よ
る
経
営
権
も

な
い
た
め
に
、
農
繁
期
に
他
人
の
土
地

で
農
作
業
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
報

酬
を
得
る
こ
と
で
生
計
を
立
て
て
い

る
。
ま
た
、彼
ら
は
カ
ー
ス
ト
が
低
く
、

指
定
カ
ー
ス
ト
に
所
属
し
て
い
る
。

　

杉
本
と
カ
マ
ル
・
バ
ッ
タ
は
一
一
年

に
ル
デ
ィ
ア
ー
ナ
ー
か
ら
二
五
キ
ロ
離

れ
た
ナ
ン
ガ
ル
（N

an
gal

）
村
で
調

査
を
行
っ
た
。
投
票
者
名
簿
に
よ
る
と

ナ
ン
ガ
ル
村
に
は
三
三
六
世
帯
が
居
住

し
て
い
る
。
無
作
為
抽
出
法
に
よ
り
一

〇
六
世
帯
を
標
本
と
し
て
選
び
、
一
人

当
た
り
年
間
所
得
に
応
じ
て
四
分
割
し

た
。
こ
の
調
査
で
は
収
入
源
と
し
て
農

業
、
非
農
業
、
送
金
、
年
金
、
地
代
、

そ
の
他
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
非
農
業

表2　主要産業集積地におけるアパレル企業の分布

産業集積地 小規模 中規模 大規模

ムンバイ 5,400 （90.0） 570 （9.5） 30 （0.5）

ティルプル 1,500 （60.0） 500 （20.0） 500 （20.0）

ルディアーナー 1,700 （68.0） 700 （28.0） 100 （4.0）

インドール 1,900 （95.0） 90 （4.5） 10 （0.5）

インド全体 12,752 （78.0） 2,463 （15.1） 1,140 （7.0）

（出所）�Apparel Export Promotion Council, Indian Apparel Clusters: An Assessment, Gurgaon, 
Delhi, 2009, p. 12.　　　
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収
入
の
比
率
は
四
分
割
さ
れ
た
所
得
グ

ル
ー
プ
の
下
か
ら
順
に
七
二
％
、七
〇
・

四
％
、
二
九
・
六
％
、
二
二
・
二
％
と

な
っ
て
お
り
、
所
得
が
上
昇
す
る
に
し

た
が
っ
て
非
農
業
収
入
の
比
率
は
小
さ

く
な
っ
て
い
る
。
非
農
業
就
業
の
な
か

で
も
高
所
得
グ
ル
ー
プ
は
教
師
や
公
務

員
に
従
事
し
、
低
所
得
グ
ル
ー
プ
は
ア

パ
レ
ル
工
場
の
正
規
労
働
者
や
建
設
業

の
臨
時
労
働
者
と
し
て
働
い
て
い
る
。

指
定
カ
ー
ス
ト
の
四
四
％
が
最
低
の
所

得
グ
ル
ー
プ
に
属
し
て
い
る
点
が
重
要

で
あ
る
。
八
〇
年
代
に
指
定
カ
ー
ス
ト

は
農
業
労
働
者
と
し
て
就
業
し
て
い
た

が
、
九
〇
年
代
か
ら
工
業
化
が
進
展
し

て
い
く
過
程
で
、
正
規
労
働
者
と
し
て

就
業
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、

工
場
で
の
賃
金
が
他
の
職
業
に
比
べ
て

低
い
の
も
確
か
で
あ
る
。
調
査
対
象
の

一
〇
六
世
帯
で
一
三
一
人
が
就
業
し
て

い
る
。
そ
の
う
ち
一
八
人
が
正
規
工
場

労
働
者
で
あ
る
。
彼
ら
の
平
均
年
収
は

四
万
七
〇
〇
〇
ル
ピ
ー
で
あ
る
。
そ
れ

に
対
し
て
、
教
師
の
平
均
年
収
は
二
五

万
ル
ピ
ー
で
あ
る
。
賃
金
が
低
い
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
工
場
労
働
は
農
作
業
よ

り
も
安
定
し
た
所
得
源
で
あ
り
、
農
業

労
働
者
に
と
っ
て
は
魅
力
的
で
あ
る
。

ま
た
、
都
市
に
通
勤
す
る
こ
と
で
村
の

中
で
の
社
会
的
制
約
か
ら
も
逃
れ
る
こ

と
が
で
き
る
。

　

農
作
業
の
担
い
手
で
あ
っ
た
農
業
労

働
者
が
工
場
労
働
者
に
な
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
農
業
の
機
械
化
が
進
行
し
、

コ
ン
バ
イ
ン
・
ハ
ー
ベ
ス
タ
ー
が
普
及

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
田
植
え
の
み
が

他
州
か
ら
の
出
稼
ぎ
労
働
者
を
雇
用
し

て
人
手
を
使
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
。
農

家
二
五
世
帯
の
う
ち
九
世
帯
の
み
が
農

業
労
働
者
を
恒
常
的
に
雇
っ
て
い
る
。

農
業
に
代
わ
る
就
業
機
会
が
で
き
た
こ

と
で
農
業
労
働
者
の
農
家
に
対
す
る
交

渉
力
が
向
上
し
、
賃
金
が
上
昇
し
た
。

農
業
労
働
者
の
賃
金
の
上
昇
は
機
械
化

を
促
し
た
。
安
い
土
地
と
労
働
力
を
求

め
て
新
規
の
大
規
模
工
場
が
郊
外
に
設

立
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
に

よ
っ
て
通
勤
圏
が
さ
ら
に
都
市
か
ら
離

れ
た
農
村
部
に
ま
で
拡
大
し
た
。
こ
れ

に
よ
っ
て
農
業
の
労
働
力
不
足
は
さ
ら

に
顕
在
化
し
た
。

　

同
じ
現
象
は
テ
ィ
ル
プ
ル
で
も
み
ら

れ
る
。
ス
レ
シ
ュ
・
ク
マ
ー
ル
は
テ
ィ

ル
プ
ル
か
ら
一
三
キ
ロ
離
れ
た
カ
ラ
ム

パ
ラ
ヤ
ム
（K

alam
p
alayam

）
村
で

調
査
を
実
施
し
て
い
る
。
同
村
で
は
八

つ
の
ア
パ
レ
ル
関
連
工
場
が
操
業
し
て

い
る
。
村
内
に
は
こ
の
工
場
で
働
く
労

働
者
と
と
も
に
テ
ィ
ル
プ
ル
に
通
勤
し

て
い
る
労
働
者
が
い
る
。
村
内
の
一
四

八
世
帯
の
う
ち
八
五
世
帯
が
旧
住
民

で
、
残
り
の
六
三
世
帯
が
出
稼
ぎ
労
働

者
が
定
住
し
た
新
住
民
世
帯
で
あ
る
。

旧
住
民
世
帯
の
う
ち
四
一
世
帯
が
土
地

な
し
農
民
で
あ
る
。
土
地
な
し
農
民
は

所
得
の
八
九
％
を
、
新
住
民
世
帯
は
所

得
の
九
六
％
を
非
農
業
就
業
か
ら
を
得

て
い
る
。
一
般
的
に
土
地
な
し
農
民
世

帯
と
新
住
民
世
帯
は
非
農
業
就
業
に
従

事
し
て
い
る
と
い
え
る
。
土
地
な
し
、

新
住
民
、
中
農
、
大
農
世
帯
の
一
人
当

た
り
平
均
年
収
は
そ
れ
ぞ
れ
二
万
九
三

〇
三
ル
ピ
ー
、三
万
三
六
一
〇
ル
ピ
ー
、

七
万
六
一
五
〇
ル
ピ
ー
、
九
万
一
七
一

三
ル
ピ
ー
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と

か
ら
土
地
な
し
お
よ
び
新
住
民
の
非
農

業
就
業
か
ら
の
所
得
が
低
い
と
い
う
こ

と
が
分
か
る
。

●
結
び

　

イ
ン
ド
に
お
い
て
農
村
部
に
は
依
然

と
し
て
過
剰
労
働
力
が
滞
留
し
、
半
失

業
は
深
刻
な
問
題
で
あ
る
。
他
方
で
、

産
業
集
積
地
と
そ
の
近
郊
農
村
で
労
働

力
不
足
が
顕
在
化
し
た
。
ア
パ
レ
ル
産

業
を
中
心
と
す
る
工
業
化
が
進
展
す
る

と
と
も
に
労
働
力
需
要
が
増
大
し
て

い
っ
た
。
初
期
の
段
階
で
は
農
業
労
働

者
が
ア
パ
レ
ル
工
場
で
就
業
し
た
。
農

業
労
働
者
に
農
作
業
以
外
の
収
入
源
が

で
き
た
こ
と
で
、
交
渉
力
が
向
上
し
、

賃
金
が
上
昇
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
近

郊
農
家
で
は
機
械
化
が
進
展
し
た
。

　

工
業
化
が
さ
ら
に
進
展
す
る
と
、
出

稼
ぎ
労
働
者
が
産
業
集
積
地
に
流
入
す

る
よ
う
に
な
っ
た
。
ア
パ
レ
ル
の
生
産

量
が
急
増
し
、
出
稼
ぎ
労
働
者
の
流
入

が
労
働
力
需
要
の
増
大
に
追
い
つ
か
な

く
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
ル
デ
ィ
ア
ー

ナ
ー
と
テ
ィ
ル
プ
ル
に
お
い
て
労
働
力

不
足
が
顕
在
化
し
て
い
る
。
出
稼
ぎ
労

働
者
は
出
稼
ぎ
に
出
る
前
に
、
期
待
さ

れ
る
ア
パ
レ
ル
工
場
か
ら
の
収
入
と
地

元
で
の
農
作
業
か
ら
の
収
入
を
比
較
す

る
。
現
在
、
一
部
の
州
政
府
が
コ
メ
や

小
麦
と
い
っ
た
食
料
を
貧
困
層
向
け
に

低
価
格
で
供
給
し
た
り
、
農
村
部
で
の

雇
用
を
保
証
す
る
た
め
の
公
共
土
木
事

業
を
実
施
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
政

策
は
出
稼
ぎ
を
抑
制
す
る
方
向
に
働

く
。
ル
デ
ィ
ア
ー
ナ
ー
と
テ
ィ
ル
プ
ル

に
お
い
て
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
制
御

ニ
ッ
ト
編
機
が
導
入
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
理
由
は
労
働
力
の
代
替
を
目
的
と

し
た
も
の
で
は
な
く
、
品
質
を
確
保
す

る
こ
と
が
目
的
で
あ
っ
た
。
労
働
力
の

不
足
が
顕
在
化
し
た
が
、
賃
金
の
上
昇

に
は
至
っ
て
い
な
い
。

（
う
ち
か
わ　

し
ゅ
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／
ア
ジ
ア
経
済

研
究
所　

研
究
支
援
部
長
）

特集にあたって ﻿

5 アジ研ワールド・トレンド No.212 （2013. 5）




